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理解する（相良  2002）。さらに性が一貫した不変の属性であることを理解し、就学前に  
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関西地区私立幼稚園の年少児 3 歳児組（女児 16 名、男児 8 名  計 24 名）を対象に 2011
年 4 月から 2012 年 3 月までの 1 年間（夏期・冬期・春期休み中は除く）、毎週木曜日に
登園（ 9：00）から降園（ 11：30 から 14：00 頃）まで参与観察を行う。35 回の観察から、






念名をつけた。その結果、「トラブル場面（ 36 事例）」、「遊びのジェンダー構成（ 23 事例）」、
「性役割メッセージ（ 17 事例）」、「ジェンダーの境界線の横断（越境）（ 13 事例）」、「友





 トラブル場面 ３ ）36 事例を、トラブル当事者のジェンダー構成により分類したところ、
23 事例が男女混合集団でのトラブルであった（表 1）。ちなみに、女児同士のトラブル
は 7 件、男児同士のトラブルは 6 件であった。男女混合集団の構成のうちわけは、「単
数男児と単数女児」（ 5 件）、「複数男児と複数女児」（ 2 件）、「単数男児と複数女児」（ 9






いることが示唆された。事例 22 では、女児 3 名と H 男がままごとをしていたところに
R 男が入ってこようとした際に K 女が「ここは女の子だけ」と言って拒否している。す
でに H 男が存在しているにもかかわらず「ここは女の子だけ」とするのは一見矛盾した
発言である。H 男は事例 22 の 1 週間前にもままごとで母親役をしており、観察中を通
して特定の女児と行動を共にし、女児の遊びを邪魔するような行動はなかった。このよ
うな H 男を K 女は女児集団の一員としてとらえていることが推察される。K 女が実際
の生物学的な性別ではなく行動が男女のどちらに属するかで集団への仲間入りを判断し
ているのであれば、この時期の同性集団は厳密な生物学的性別に依拠するというより状
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表 1 トラブル場面  






1 4/28 生活  M 女、 K 男  昼食準備、 M が K を押し倒す。  
2 5/19 遊び  RI 女、 H 男  H が嫌がる RI に抱きつく。  
3 6/30 設定活動  MI 女、 H 男  プール遊び、 H が MI に水をかける。  




RI 女、 K 男  ゲーム、物の取り合い、先行使用は RI。 K が









S 女、T 女、S 男、R
男、RY 男、 Y 男  
箱積み木、戦いごっこをしていた S 男と R 男
が T にちょっかいをだす。T は戦いごっこが嫌




H 男、 R 男、 RY 男、












D 男、  
女児 8 名  
室内プール、女児みんなでふざけて D をくすぐ
る。D の立ち去り。  
10 7/14 設定活動  MK 女、 S 女、 D 男  プール遊び、 D から物を奪う。D の立ち去り。 
11 9/15 





A 女、 MK 女、  
RI 女、 S 女、 R 男  
ままごと、R が S から物を奪う。その後参加し




H 女、 M 女、 RY 男  段ボール、RY が M の参加を拒否し「ここは男
の子」と言う。H の横入りで RY は立ち去る。  




A 女、HK 女、M 女、
MI 女、 RI 女、K 男  
ゲーム、女児が遊びの主導権を奪う。  
16 7/14 
生活  A 女、H 女、MH 女、
MK 女、RY 女、R 男  
ござの片付け、女児 3 名が R の参加を拒否する









K 女、D 男、 R 男、
RY 男、 S 男  
箱積み木、R、RY、S が作った乗り物の一部を
D が壊すが容認。 K が触ると S が K を排除。  
18 9/8 
遊び  K 女、 R 男、 S 男  箱積み木、R の乗り物に K がまたがると、R が
「俺のだ、それ俺の」と強い口調で K を排除。 
その他  




MI 女、 RY 男、  
S 男  





S 女、MK 女、YU 女、
H 男、 R 男  
プール遊び、 H が他の 4 人に水をかける。  




K 女、HI 女、HK 女、
H 男、 R 男  
ままごと、R の参加を他の 4 名が「ここは女の




MI 女、 H 男、 R 男、
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ところ（表 2）、男女児混合集団での遊び 17 事例、男児のみ、女児のみでの遊びはそれ

































ージ」（ 4 事例）として分類した。  
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表 2 遊びのジェンダー構成  




R 男、 RY 男、 S 男  箱積み木が偶然シーソーのようになり、上にのって遊
ぶ。  
2 9/29 
R 男、 S 男、 Y 男  大型積み木で乗り物を作りヒーローになって遊んでい
る。「合体するぞ」「おーっ」「まあるくしようぜ」  
3 10/13 





4 6/23 T 女、RY 女  T が RY を誘い一緒にローディにのって遊ぶ。  
5 10/13 
RY 女、 M 女、HK 女、




S 女、 MI 女、 SA 女、









H 男、 K 女、 Y 男、  
MI 女、 MH 女  
箱積み木、MH が Y を誘って遊びだす。MI と H の積み
木遊びに MH、 Y、 K が入ってくる。  
9 4/28 R 男、 K 女、MK 女  K と MK のままごとに R が入ってくる。  
10 4/28 MI 女、 H 男、 R 男  R が MI を誘い、園庭の H の所に行って遊ぶ。  
11 5/12 
MK 女、 MI 女、 Y 男、  
S 女、 M 女、 T 女、 RI
女  
Y が MI を誘ってお絵かきコーナーに入ってくる。他児
は絵を描いたり、紙をたたんだりしている。  
12 5/19 
H 男、MI 女、RY 男、R
男、 S 男、 T 女、 S 女、
R 女  
テラス、登園してきて、次々と追いかけっこに加わる。 
13 5/19 
MI 女、 H 男、 S 男、  
RY 男  
園庭、台車をつなげて 4 人で遊んでいる。H と MI は二
人で移動していく。  
14 5/19 
RY 男、 S 男、R 男、H
男、A 女、 Y 女、 S 女、
MI 女、 H 女  
H 男、 MI、H 女の 3 人を保育者が砂場に連れて行く。
すでに保育者と遊んでいた子ども達がいるが、連れてこ
られた 3 人は別に遊びだす。  
15 5/26 
Y 男、 K 女、 MA 女  園庭、 Y と K が台車で遊んでいたところに MA が Y を
誘いにやってくる。 Y は断り K と遊び続ける。  
16 5/26 
K 女、H 男、R 男、RY
男、 S 女、 S 男、 R 女  
子ども達がトランポリンで遊んでいたところに、S 男と
R 女が加わる。  
17 6/16 
M 女、 R 男、 A 女、  
Y 女  
プールの中で Y と A が手をつなぎロンドン橋を歌い、
M と Y がくぐっている。  
18 9/8 
K 女、 R 男、H 男、  
MI 女、 RI 女  
K と H はお母さん、 R は赤ちゃんになってままごとを
している。  
19 10/3 
S 女、 M 女、HK 女、  




R 男、 HK 女  園庭、 R が側転をしているのを見て HK も真似をする。
足が伸びない。 R がやって見せる。交互に行い続ける。 
21 10/20 
RI 女、 D 男、YU 男  RI と D がままごとコーナーでシールのやり取り、保育
者に促されて見ていた YU が入ってくる。  
22 12/1 
S 男、 RY 男、R 男、H
男、 S 女 、 MK 女、 RI
女  
H に教えてもらって R、 S 男、RY が銃を作っている。
MK は S 女をまねて鉛筆を作っている。そばで見ていた
RI と S 女も銃を作りはじめる。  
23 2/9 
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表 3 性役割メッセージ  
 NO 日  場  面  集団構成  概  要  
イメー ジの固定化
 

































7  5/19 設定活動  H 男、 R 男  胡坐をかいている H をみて、 R も胡坐をかく  
8 6/16 生活  
トイレ  
R 男、 RY 男、  
年長男児 3 名  
年長男児がトイレから勢いよく出てくると、R と RY が真
似をして「おう、トイレ行こう」と走っていく。  
9 9/22 生活  
トイレ  
H 男、R 男、RY
男、S 男、Y 男  
男児用便器に横並びに立ち、おしゃべりしたり、パンツの
キャラクターを見せ合ったりしている。  
10 10/20  
遊び  
ままごと  
Y 男、 RI 女  お手玉を片付けに来た Y に、 R I が一つ落ちたことを告げ
ると、 Y は「入れとけ」とえらそうに言う。  
11 12/8 遊び  
お絵かき  
D 男、 RY 女  RY はピンクのマジックを持ってきて、「だって RY は女の
子だから女の子の色にしたの」と言う。  
12 12/8 遊び  
お絵かき  




13 4/28 設定活動  
描く  
K 女  
クラス全体  
遠 足 で お 母 さ ん の お や つ を 入 れ る 袋 を 作 る と い う 保 育 者
の提案に、 K は「パパとママってかいた」と話す。  

















き 17 1/19 






4）。事例 1、 2 では女児が男児の乗り物遊びに参加を試み拒否されている。その際、男
児は女児に対して「あっ、それオレのだぞ、オレのだ、それオレの！」と「男の子らし
さ」を誇示するような言動で拒否している。事例 3、 4 では、女児が遊びに使う武器を
作り、男児集団をリードして、“戦いごっこ”を展開し、口調も男児のものになっている。
さらに、女児が別の男児を遊びに誘い、仲間に入れることを他の男児から同意を得てい
る。事例 1～ 4 は、いずれも同一の女児であるが、事例 3 が示すように、トラブルの際
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一方、事例 5 から事例 13 は、自分と違う性にふさわしいとされる物を好む、行動を
とるものである。「ままごとで男児が母親役をする（事例 7）」「男児がピンクのポンポン
を選び、女児が青を選ぶ（事例 9）」「作った人形に自分と違う性の名前を付ける（事例




















場面では、事例 5、事例 7 のように一見友だちを選ぶことなく遊んでいるように感じら
れる。瞬時の行動が問われるゲーム的な遊びでは、相手を選ぶ余裕がないとも考えられ
る。しかし、これらの事例に共通しているのは、保育者が遊びを進めており、子どもた
ちが相手を選ぶ際にも積極的に関与している点である。事例 8 は、D 男と N 女が手をつ
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表 4 ジェンダーの境界線の横断（越境）  
NO 日  場  面  集団構成  概  要  
1 6/16 遊び  
箱積み木  
K 女、D 男、R 男、
RY 男、 S 男  
R、 RY、 S が箱積み木で乗り物を作り乗っている。 K がやってき




K 女、 R 男、 S
男  
R と S が箱積み木でそれぞれの乗り物を作り、そのままにしてゲ





K 女、H 男、 R
男、 S 男、 Y 男  
空き箱で武器のようなものを作りながら、K「 H、これもってくれ」
と言葉づかいを変えている。その後、箱をめぐり R と H が取り合
いになると、 K「あー、取り合いになっちゃった」と言い、「もう
いいよ、それあげる」と言う。その後、 K「 Y、 H、 R できたか」
と声をかけ、先頭になって出ていく。  
4 11/24 遊び  
戦いごっこ  
K 女、H 男、 R
男、 S 男、 Y 男  
食後 K が S、 Y、 R に「 H も入っていいよな」と同意を求め H を
誘って作った武器で遊ぶ。  
5 2/9 日課  
朝の集まり  
クラス全体  
K 女、 MI 女  
女児 6 名は輪になって手を繋いで歌っている。男児 5 名は走り回
る。 K と MI は時々男児と一緒になって走る。  
6 2/16 日課  
朝の集まり  
クラス全体  
K 女  








K と H がままごと。 H「赤ちゃん寝かしとくね」とベットに人形






Y 男、 K 女  男児用便器を使わず個室に並んでいる Y に対して、 K「男の子な
んだからあっちだよ」と注意。しかし Y は個室に入る。K は Y が
入ったところをそっと覗きこむ。  
9 10/6 設定活動   






K 男  
紙コップで人形を作る。保育者「どんな目にしようかな？」 K 男






K 女、 Y 男、  
H 男  
先週製作した人形に名前を付ける。 K 女は男児の名前、 Y 男と H
男はどちら ともとれ る名前、 他 は、自分の 名前、キ ャラクタ ー の
名前、身近な同性の人を命名。  
12 11/10 遊び  
ゲーム  
RI 女、 K 男  ネズミ取りゲームで RI は青い鼠を持っている。 K「 RI ちゃんは
女の子やから赤使い」、 RI は応じない。  
13 3/1 遊び  
シール遊び  
RY 男  RY の 名 札に ヒ ー ロ ーキ ャ ラ ク タ ーの シ ー ルが 貼 っ てあ る 。 か つ
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表 5 友だちの選好  
 NO 日  場  面  集団構成  概  要  
同性選好
 
1  5/12 
日課  
帰りの集まり 
MI 女、M 女、K 女、
T 女、クラス全体  
歌遊 び でリ ーダ ー を指 名 して 交 代す る 。保 育者 → MI→ T
（ 手 を あ げ て い な い こ と を 保 育 者 に 指 摘 さ れ 変 更 ） → K
→ M→ T、と女児が続く。  
2 5/26 日課  
帰りの集まり 
K 女、H 女、M 女、 
T 女  クラス全体  
歌遊び でリー ダー を指名 して 交 代する 。 T→ M→ H→ K、
と女児が続く。  




H 女、 S 女、 R 男、 
RY 男  
歌遊び でリー ダー を指名 して交 代する 。男女 交互 にあて
るよう保育者が念を押す。 S は女児を指名し保育者から
注意され R を指名し直す。R は男児を指名し H から注意
され H を指名し直す。H は女児を指名し R から注意され、




5  6/23 設定活動  
プール  
クラス全体  保育者が友だちと手をつなぐよう声をかける。男女 3 組、
同性 7 組。 2 回目は男女 5 組、うち 4 組は保育者がつな
がせる。  
6 7/7 日課  
帰りの集まり 
YU 女、 R 男、RY
男、 S 男  
歌遊びでリーダーを指名して交代する。Y U は S を指名。





クラス全体  ゲームで座 れなかっ た子は友 だ ちの膝の上 に座る。 3 回
目までは友だちを選ばず男女のペア、 4 回目で T 女と M
女が友だちを選び、最後は男女 4 組、同性 7 組。  
8 9/22 設定活動  
リズム遊び  
A 女、 N 女、 D 男、 
Y 男  
2 人組の交代で D と N の相手が見つからない。保育者が
問いかけると A は D と手をつなぎ、Y は N と手をつなぐ。 
異性選好
 
9  6/9 
設定活動  
ゲーム  
R 男、 RI 女、 MH
女  
R は RN と手をつなぎ調子を合わせて走ったり、ルール
を教えている。合図で室内プールの中に入るが、R は MH
が入ろうとするのを制止して R N を優先する。  
10 6/23 生活、昼寝  H 男、 MI 女  誘い合って隣同士に並べてタオルを敷く。  
11 6/23 生活、昼寝  R 男、 RI 女、 Y 男  隣同士で寝ようと R は RI の着替えを手伝っている。隣
に Y が来ると RI の場所だと伝え RI をせかす。  
 
表 6 性別情報の活用と共有  
NO 日  場  面  集団構成  概  要  














4 10/20 日課  
当番活動  
RY 男、H 女、  
クラス全体  
当番の 3 人が前に並ぶと、 RY「男の子 3 人や」、 H「男の子ば
っかり」と話す。  
5 12/1 日課  
当番活動  








7 1/12 日課  
当番活動  
Y 男、 MK 女、  
クラス全体  
3 名の 当番 を見 て、 Y「 女 の子 ばっ かり やん 」、 MK「女 の子 だ
らけ」と話す。  
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表 7 集団への包摂  




T 女、D 男  保育者が指を口に当てて「しっ」と言うと、 T は隣の D に同
じように言う。立ち歩いて連れ戻された D に T はイスを引い
てまっすぐに直してやる。  
2 4/14 設定活動  M 女、 Y 男  保育者が Y に注意をすると M もすかさず Y に「しっ」と言う。 
3 4/21 日課  
朝の集まり 
M 女、 Y 男  お祈 りの 後で 保育 者 が言 い直 し を促 す。 Y が 「ア ーメ ン 」と
叫ぶと M が「しっ」と注意する。  
4 4/21 設定活動  
園内探検  
K 女、 D 男  
 
保育者の話のあと D がすぐに行こうとすると、 K が「みんな
で行くんだよ」と注意する。  
5 5/12 設定活動  
歯科検診  
K 女、 D 男  保育者がイスに足をあげている D を注意すると、 K も「 D ち
ゃん、足あげたらだめ」と言う。  





かい側の女児 2 名も「タオルいれるんだよ」と H に言う。  
7 6/2 設定活動  
説明  
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いる場合」（小原他  2008）とする。  
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【付記】  
 本論文は、日本子ども社会学会第 22 回大会（ 2015 年 6 月）において発表した内容を
加筆・修正したものである。  
